
岩手大学三陸復興・地域創生推進機構について01
岩手大学では東日本大震災後、「岩手の復興と再生に」をスローガンに掲げ、全学組織として「岩手大学三陸復

興推進機構」を立ち上げた。三陸復興推進機構は、被災した三陸沿岸地域の復旧・復興支援活動に全学体制で取

り組んできたが、復興はまだ、道半ばである。一方、震災から８年が経過し、三陸沿岸地域のみならず、県内の

自治体は、急速な人口減少やグローバル競争の中で産業衰退など、多くの問題を抱えているのが現状である。

本学では、これからの課題に対処すべく、平成 28 年 4 月に新たに「三陸復興・地域創生推進機構」を設置し

た。これまでの地（知）の拠点として本学の教育研究成果や知的資産の地域への普及・還元に取り組んできた「地

域連携推進機構」と三陸の復旧・復興支援に取り組んできた「三陸復興推進機構」を一体化し、総力をあげて取

り組みを強化していく。「三陸復興・地域創生推進機構」は、地域創生、人材育成及びなりわい再生に取り組む「実

践領域」と地域特性を生かした教育・研究の推進を図る「教育研究領域」の 2 つの領域から構成される。

それぞれの領域は、地域ニーズに応えていくとともに、その教育研究の成果を大学院総合科学研究科地域創生

専攻等における学生の教育・研究に反映させていき、地域創生を先導する人材の育成や持続可能な地域社会のまち・

ひと・しごと創生の実現を目指し、教育研究及び社会貢献の推進に取り組んでいく。

実践領域とは
実践領域は、東日本大震災の復興・復旧支援活動に様々な分野から継続的に取り組む「三陸復興部門」、民間企

業や自治体等と岩手大学を結ぶ窓口として、金融機関を含む産学官民金ネットワークの構築、学内研究シーズと

地域とのマッチングなどを行う「地域創生部門」、地域における生涯学習の推進、社会人への学習機会の創出に取

り組む「生涯学習部門」の 3 つの部門から構成され、①被災地のニーズに沿った復興支援活動、②地（知）の拠

点としての教育研究成果や知的資産の地域への普及・還元、③岩手大学が有する知的資産を用いた地域における

生涯学習振興を図っていく。

教育研究領域とは
教育研究領域は、、「三陸水産教育研究部門」、「平泉文化教育研究部門」、「地域防災教育研究部門」、「ものづく

り技術教育研究部門」の 4 つの分野によって構成されている。各部門は全学の教育研究施設であるそれぞれの研

究センターがその業務を担い、岩手県における地域特性を生かした専門領域の教育・研究の推進を図っていく。

三陸復興・地域創生推進機構は、このように実践領域と教育研究領域の取り組みを推進することにより、教育

研究領域の成果を基礎とし、実践領域での取り組みや課題解決で導かれた知見を地域創生専攻等の教育研究に還

元していく。
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第2部｜岩手大学三陸復興・地域創生推進機構の取組

● 公開講座の実施
本部門では、地域に密着した社会貢献を目指しており、大学の研究成果を広く社会に還元する

ため全学で開講する公開講座を取りまとめ、実施経費の支援、受講者募集、成果報告を行っている。
令和元年度も学内公募を通して「自然観察・牧場体験」「獣医学」「農学」「スポーツ」「地域」「理

工学」など幅広い分野の講座を開講している。
なお、令和元年度に開講した公開講座は、下記の表のとおりである。

区分 講 座 名 開催日 対象 募集
人数 講習料 開 催 趣 旨

自
然
・
牧
場
体
験

フィールドセミナー
－春の植物観察会－

6月2日 ㈰ 市民一般 15 人 無料
滝沢演習林敷地内で不伐の森等を散策し、開
葉期を迎えた春の樹木の観察と森林管理につ
いての講話を行い、理解を深めてもらう。

哲学者 内山 節 氏を
迎えての第 14 回

「哲学の森」

8月17日 ㈯
～18日 ㈰

市民一般
（高校生以上）

30 人 無料

哲学者 内山 節 氏をお迎えし、森の中でこ
れからの社会や地域づくりのあり方などにつ
いて講演頂くとともに、森林散策・意見交換
の機会を設け、様々に考える場を提供する。

フィールドセミナー
－秋の植物観察会－

10月6日 ㈰ 市民一般 15 人 無料
滝沢演習林敷地内で、樹木観察や不伐の森
等の散策を通じて秋の森の様子を観察しても
らい、理解を深めてもらう。

フィールドセミナー
－ウォッチングビンゴを

しながら親子で楽しむ
秋の森－

11月10日 ㈰ 市民一般 20 人 無料

滝沢演習林でウォッチングビンゴをしながら
森の樹木、草木、虫、鳥などを観察するセ
ミナーを開催し、秋の森の様子、生き物の
姿について理解を深めてもらう。

牧場体験
「子牛の誕生？
トラクタに乗ろう」

11月16日 ㈯
～17日 ㈰

盛岡市近辺の
一般親子

（小学生以上）

10 組
または
25 名

無料
御明神牧場にて、牛の分娩観察、農業機械
の体験を通じて、農業への理解、関心を持っ
てもらう。

かんじきをはいて
冬の森を歩こう

2月16日 ㈰ 市民一般 20 人 無料

かんじきを履いて冬季の滝沢演習林を散策
し、自然観察・アニマルトラッキングなどを
行います。冬の森林と親しむことを通して、
森林保全に関わる理解を深めてもらう。

フィールドセミナー
－春をむかえる

森をみる－
3月29日 ㈰ 市民一般 20 人 無料

滝沢演習林で冬越しをすませた森の生きも
のを観察し、春を迎える森の様子、生きもの
の姿について理解を深めてもらう。

獣
医
学

獣医学の世界
～獣医学科はどんな

研究をしているの
だろうか？～

8月6日 ㈫
一般市民、
高校生、
中学生

 100 
人

無料

岩手大学には共同獣医学科があり、獣医学
に関する教育と研究を行っている。獣医学の
研究は、動物の体の構造や仕組みを調べる
基礎研究、病原体や感染症について調べる
応用研究、動物の治療を対象とした臨床研
究など多岐にわたっている。また、研究対象
もイヌ・ネコからラットなどの実験動物や野
生動物種類も多く、さらには畜産食品の安
全管理、農場や牧野の放射線を調べる研究
もある。岩手大学農学部共同獣医学科で行っ
ているさまざまな研究を紹介し、獣医学が持
つ広い世界を一般市民、高校生、中学生に
紹介する。

▼公開講座
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農
学

農学部 5 学科
（植物生命科学・応用生
物化学・森林科学。食料
生産環境学・動物科学）
の実験講座

7月6日㈯
高校生および
高校教員

80 人 無料

本公開講座は、5 学科体制で開催する実験・
実習講座です。主として岩手県内の高校生
や理科教育に携わる教員の方々を対象に、
実験・実習を中心に進めています。5 学科
で活躍している教員を講師として、現在進め
ている研究の内容等をわかりやすく説明し、
その後、参加者は希望のコースに分かれ、
ティーチングアシスタント（TA）の学生の指
導のもと、実際に実験材料に手で触れ実験
やフィールドでの実習等を体験します。

第 1 回大学農場で
体験する食と農と生物学

8月1日 ㈭

農業や生物に
興味のある高
校生、保護者、
教員

20 人 無料

滝沢農場のもつ豊かな教育研究資源を地域
社会に開放し、フィールド実習教育の体験を
通し、生きるために欠くことのできない食と、
それを支える農に対する理解を深め、また、
農業、農学、生物学に興味のある高校生と
保護者が、滝沢農場で夏季の農作物栽培管
理を体験します。

樹木の成長・繁殖様式か
ら森林の成り立ちを知る

11月9日㈯
県内在住の
中・高生

10 人 無料
本学演習林内を歩きながら，それぞれの樹
木の生き方（生態）を学び、森林の成り立
ちについて理解を深めます。

理
工

「海のパイナップル」の
子供で働く遺伝子を
可視化する

11月9日 ㈯
～10日 ㈰

市民一般 10 人 無料
私たちにとって馴染みの生き物であるマボヤ
の幼生を用いて、遺伝子がどこで働いてい
るかを可視化する技術 WISH を体験します。

ニワトリ胚を用いた研究
は、ライフサイエンスに
どのような貢献をしてき
たか（＋ニワトリ初期胚
の観察会）

12月14日 ㈯ 市民一般 30 人 無料

ニワトリ胚を用いた研究の歴史、基礎的分野
に焦点を当てつつ、最新の研究成果を学び
ます。また、ニワトリ初期胚の観察会も行い
ます。

● 社会教育主事養成
本部門では、地域の社会教育の担い手となる専門的職員－社会教育主事の養成を行っている。文部科学省

の委託事業である社会教育主事講習は、北東北三県（青森県、秋田県、岩手県）の学習者を対象に、弘前大学・
秋田大学・本学が持ち回りで開講している。

2019 年度は弘前大学が主催校となって各大学・各県の教育委員会と連携を取り、学内外の教員の協力の下
で実施されており、本学からも担当教員が参画している。

【令和 2 年度の活動予定】  ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

１．自治体との連携の下で、地域のニーズに合った学習プログラム、社会教育施設職員の質向上を目的した
学修プログラムを開講する。

２．企業等と連携した学修プログラムを開講する。
３．活動成果を報告書にまとめて提供する等により情報発信する。

44 ｜岩手の“大地”と“ひと”と共に


























































































